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1. 平成28年3月期第2四半期の連結業績（平成27年3月21日～平成27年9月20日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第2四半期 9,718 4.6 475 △7.1 467 △8.5 297 12.4
27年3月期第2四半期 9,293 3.3 512 0.1 510 4.9 264 11.0

（注）包括利益 28年3月期第2四半期 309百万円 （△5.7％） 27年3月期第2四半期 328百万円 （△23.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第2四半期 20.53 ―
27年3月期第2四半期 18.26 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年3月期第2四半期 21,820 9,875 45.3 681.02
27年3月期 20,269 9,609 47.4 662.70
（参考）自己資本 28年3月期第2四半期 9,875百万円 27年3月期 9,609百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 0.00 ― 8.00 8.00
28年3月期 ― 0.00
28年3月期（予想） ― 8.00 8.00

3. 平成28年3月期の連結業績予想（平成27年3月21日～平成28年3月20日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19,000 △1.8 550 △33.2 500 △36.9 310 △34.0 21.38



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注)詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく 
四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その 
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件 
及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情 
報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期2Q 15,595,050 株 27年3月期 15,595,050 株
② 期末自己株式数 28年3月期2Q 1,093,825 株 27年3月期 1,093,762 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期2Q 14,501,267 株 27年3月期2Q 14,501,302 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢の改善により景気は緩やかな回復基調に

ありますが、円安に伴う物価上昇や欧州の不安定な情勢に加え、中国をはじめとする新興国経済の減速が懸念され

るなど、世界経済全体の先行きは不透明な状況が続いております。 

 当社グループ関連業界におきましては、オート機器の分野では設備投資は堅調に推移したものの、情報機器及び

生活機器の分野では価格競争は一段と激しさを増しており、依然として厳しい状況下にあります。

 こうした状況にあって当社グループは、在庫削減、合理化及びＶＡ(価値分析)の徹底により更なる生産性の向上

やコスト削減に取り組むとともに、人的リソースの最適化を喫緊の課題として人材育成の強化、労働環境の改善な

どの施策を講じてまいりました。

 その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は97億１千８百万円（前年同期比4.6％増）、営業利益は４億７

千５百万円（前年同期比7.1％減）、経常利益は４億６千７百万円（前年同期比8.5％減）、四半期純利益は２億９

千７百万円（前年同期比12.4％増）となりました。

 

 セグメント別の業績は、次のとおりであります。

（オート機器事業）

 主要製品の門型洗車機は、政府補助金効果によりＳＳ業界の需要が膨らみ販売台数が伸長し、カーディーラー及

び整備工場においても堅調に推移しました。また、オイル関連製品では、エアコンフレッシャーが需要の一段落を

受けて伸び悩んだものの、灯油配送ローリーが順調に推移し、売上高は前年同期比9.3％増の66億７千６百万円と

なりました。

（情報機器事業）

 一般店舗向け小型表示機は、積極的な販路拡大に努めました結果増加傾向に転じましたが、官需関連の道路情報

板は、大型物件受注面での苦戦による影響が大きく、売上高は前年同期比20.6％減の７億７千６百万円となりまし

た。 

（生活機器事業）

 農家向け商材は夏場の天候不順による影響もありましたが、主力の農産物低温貯蔵庫のモデルチェンジや保冷精

米機などの新製品投入効果により売上が伸長しました。他方、調理家電を含めた一般家庭向け商材は、消費者の低

価格・節約志向が根強く残る中、一部製品の値上げの影響もあり厳しい状況が続き、売上高は前年同期比0.7％減

の15億９千６百万円となりました。 

（住設機器事業）

 子会社の株式会社ニューストが行う事業で、主として木・アルミ複合断熱建具、反射板式消音装置等の製造・販

売を行っております。主要取引先である建設業界は、依然として公共工事の入札不調・不落が続き着工延期が発生

しておりますが、体育館向けの木・アルミ複合防球格子建具が好調に推移し、売上高は前年同期比8.9％増の５億

５千６百万円となりました。 

（その他の事業）

 その他の事業は、長野市内で展開しております「長野リンデンプラザホテル」の運営事業及び保険代理業、不動

産管理・賃貸業であります。ホテル業は、長野市内での競合が激化し厳しい状況が続いておりますが、ビジネス客

の利用が順調に推移したほか、北陸新幹線開通と善光寺御開帳の相乗効果により、売上高は前年同期比29.6％増の

１億１千２百万円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ15億５千万円増加し218億２千万円と

なりました。流動資産は16億３千７百万円増の122億８千６百万円、固定資産は８千６百万円減の95億３千２百万

円となりました。これは主に事業の閑繁等の季節的要因に伴い受取手形及び売掛金が７億１千６百万円増加、たな

卸資産が７億３千６百万円増加したことによるものであります。 

（負債）

 当第２四半期連結会計期間末における負債の合計は、前連結会計年度末に比べ12億８千５百万円増加し119億４

千４百万円となりました。流動負債は２億５百万円増の83億８千５百万円、固定負債は10億８千万円増の35億５千

９百万円となりました。これは主に買掛金が４億６千３百万円増加、短期借入金が３億５千万円増加、１年内返済

予定の長期借入金が９億１千７百万円減少、長期借入金が11億４千８百万円増加したことによるものであります。 
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（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産の合計は、前連結会計年度末に比べ２億６千５百万円増加し、98億

７千５百万円となりました。これは主に四半期純利益の計上等に伴い利益剰余金が２億５千３百万円増加したこと

によるものであります。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末

に比べ２千４百万円減少し、６億５千万円となりました。

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果使用した資金は、１億４千万円（前年同期比１億１千３百万円の減少）となりました。主な要因

は、税金等調整前四半期純利益４億７千３百万円を計上したことや仕入債務の増加額４億８千６百万円により資金

が増加した一方、売上債権の増加額７億３百万円とたな卸資産の増加額７億２千９百万円により資金が減少したこ

とによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果使用した資金は、３億３千１百万円（前年同期比１億８千９百万円の増加）となりました。主な

要因は、定期預金の払戻による収入７億８千７百万円により資金が増加した一方、定期預金の預入による支出10億

３千１百万円と有形固定資産の取得による支出８千４百万円により資金が減少したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果得られた資金は、４億３千４百万円（前年同期比２千８百万円の増加）となりました。主な要因

は、短期借入金の純増額３億５千万円と長期借入金による収入16億８千万円により資金が増加した一方、長期借入

金の返済による支出14億４千８百万円により資金が減少したことによるものです。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年３月期の通期業績予想につきましては、平成27年５月１日発表の「平成27年３月期決算短信」で公表し

ました業績予想から変更はございません。

 今後、業績予想数値に修正が生じる場合は、速やかに公表いたします。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成27年３月26日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平

均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率を使用する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間

ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が105,058千円増加し、利益剰余金が

71,964千円増加しております。なお、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期

純利益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月20日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月20日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,733,390 1,953,153 

受取手形及び売掛金 4,002,102 4,718,844 

商品及び製品 1,467,191 1,974,474 

仕掛品 1,254,256 1,373,188 

原材料及び貯蔵品 1,877,225 1,987,915 

その他 348,417 314,753 

貸倒引当金 △33,809 △36,064 

流動資産合計 10,648,775 12,286,266 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,567,593 2,490,322 

機械装置及び運搬具（純額） 391,620 354,865 

土地 2,981,164 2,981,164 

その他（純額） 196,038 185,318 

有形固定資産合計 6,136,416 6,011,671 

無形固定資産    

のれん 839,313 784,880 

その他 515,625 501,642 

無形固定資産合計 1,354,938 1,286,523 

投資その他の資産 2,127,708 2,234,696 

固定資産合計 9,619,063 9,532,890 

繰延資産 1,989 1,492 

資産合計 20,269,828 21,820,649 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月20日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月20日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 867,793 1,355,837 

短期借入金 1,850,000 2,200,000 

1年内返済予定の長期借入金 1,741,294 824,018 

未払金 3,013,506 3,145,879 

未払法人税等 129,098 220,797 

賞与引当金 257,790 267,540 

引当金 128,000 128,000 

その他 192,848 243,306 

流動負債合計 8,180,331 8,385,378 

固定負債    

社債 100,000 100,000 

長期借入金 1,774,000 2,922,820 

退職給付に係る負債 103,712 100,328 

厚生年金基金解散損失引当金 19,688 19,688 

その他 482,134 416,766 

固定負債合計 2,479,535 3,559,603 

負債合計 10,659,867 11,944,982 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,373,552 3,373,552 

資本剰余金 2,951,143 2,951,143 

利益剰余金 3,164,612 3,418,319 

自己株式 △510,402 △510,424 

株主資本合計 8,978,905 9,232,590 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 327,459 280,279 

繰延ヘッジ損益 28,719 △505 

為替換算調整勘定 154,202 188,155 

退職給付に係る調整累計額 120,673 175,146 

その他の包括利益累計額合計 631,055 643,076 

純資産合計 9,609,961 9,875,667 

負債純資産合計 20,269,828 21,820,649 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月21日 

 至 平成26年９月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月21日 
 至 平成27年９月20日) 

売上高 9,293,662 9,718,462 

売上原価 6,157,057 6,598,113 

売上総利益 3,136,604 3,120,349 

販売費及び一般管理費 2,624,374 2,644,412 

営業利益 512,229 475,937 

営業外収益    

受取配当金 19,410 24,038 

その他 34,294 26,911 

営業外収益合計 53,704 50,950 

営業外費用    

支払利息 40,203 33,302 

その他 15,536 26,506 

営業外費用合計 55,739 59,809 

経常利益 510,195 467,079 

特別利益    

固定資産売却益 4,123 － 

投資有価証券売却益 4,044 6,145 

抱合せ株式消滅差益 － 2,897 

特別利益合計 8,167 9,042 

特別損失    

固定資産除売却損 2,656 2,687 

投資有価証券評価損 39 － 

特別損失合計 2,696 2,687 

税金等調整前四半期純利益 515,666 473,434 

法人税、住民税及び事業税 235,816 209,839 

法人税等調整額 15,007 △34,157 

法人税等合計 250,824 175,681 

少数株主損益調整前四半期純利益 264,841 297,752 

四半期純利益 264,841 297,752 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月21日 

 至 平成26年９月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月21日 
 至 平成27年９月20日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 264,841 297,752 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 107,344 △47,179 

繰延ヘッジ損益 9,417 △29,224 

為替換算調整勘定 △53,153 33,952 

退職給付に係る調整額 － 54,473 

その他の包括利益合計 63,609 12,021 

四半期包括利益 328,450 309,773 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 328,450 309,773 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月21日 

 至 平成26年９月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月21日 
 至 平成27年９月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 515,666 473,434 

減価償却費 195,855 221,425 

のれん償却額 54,432 54,432 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,469 2,348 

賞与引当金の増減額（△は減少） 19,120 9,750 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △27,208 － 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） － △53,969 

受取利息及び受取配当金 △20,445 △24,507 

支払利息 40,203 33,302 

有形固定資産売却損益（△は益） △4,123 － 

有形固定資産除却損 2,656 2,687 

投資有価証券売却損益（△は益） △4,044 △6,145 

投資有価証券評価損益（△は益） 39 － 

抱合せ株式消滅差損益（△は益） － △2,897 

売上債権の増減額（△は増加） △348,931 △703,759 

たな卸資産の増減額（△は増加） △931,643 △729,844 

その他の資産の増減額（△は増加） △16,115 12,427 

仕入債務の増減額（△は減少） 397,888 486,175 

その他の負債の増減額（△は減少） 190,897 207,522 

小計 61,776 △17,616 

利息及び配当金の受取額 20,413 24,471 

利息の支払額 △34,666 △28,560 

法人税等の支払額 △301,996 △118,993 

営業活動によるキャッシュ・フロー △254,472 △140,699 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △787,500 △1,031,922 

定期預金の払戻による収入 787,500 787,500 

有形固定資産の取得による支出 △210,375 △84,634 

有形固定資産の売却による収入 2,382 － 

無形固定資産の取得による支出 △10,289 △2,268 

投資有価証券の取得による支出 △2,579 △2,441 

投資有価証券の売却による収入 81,037 719 

貸付金の回収による収入 2,380 900 

その他の収入 3,365 10,785 

その他の支出 △7,358 △9,775 

投資活動によるキャッシュ・フロー △141,438 △331,137 
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    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月21日 

 至 平成26年９月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月21日 
 至 平成27年９月20日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 230,000 350,000 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △24,634 △30,786 

長期借入れによる収入 830,000 1,680,000 

長期借入金の返済による支出 △513,236 △1,448,456 

社債の発行による収入 100,000 － 

社債の償還による支出 △100,000 － 

自己株式の取得による支出 △15 △22 

配当金の支払額 △116,010 △116,010 

財務活動によるキャッシュ・フロー 406,103 434,725 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △9,892 6,589 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 298 △30,522 

現金及び現金同等物の期首残高 647,956 675,090 

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の

増加額 
－ 5,862 

現金及び現金同等物の四半期末残高 648,255 650,431 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年３月21日 至 平成26年９月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              (単位：千円) 

  報告セグメント 
調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 
 

オート機器 

事業 
情報機器事業 生活機器事業 住設機器事業 その他の事業 計 

売上高                

外部顧客への売上高 6,109,765 977,704 1,608,680 510,906 86,605 9,293,662 － 9,293,662 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
2,034 28,910 178,978 129 73,890 283,943 △283,943 － 

計 6,111,799 1,006,614 1,787,659 511,035 160,495 9,577,605 △283,943 9,293,662 

セグメント利益又は

損失（△） 
954,562 △15,111 92,504 △113,557 21,809 940,207 △427,978 512,229 

(注)１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△427,978千円には、セグメント間取引消去13,037千円、各

報告セグメントに配分していない全社費用△441,015千円が含まれています。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属していない四半期連結財務諸表提出会社の費用です。 

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年３月21日 至 平成27年９月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              (単位：千円) 

  報告セグメント 
調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 
 

オート機器 

事業 
情報機器事業 生活機器事業 住設機器事業 その他の事業 計 

売上高                

外部顧客への売上高 6,676,287 776,334 1,596,990 556,619 112,230 9,718,462 － 9,718,462 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
127 27,684 196,029 68 73,319 297,229 △297,229 － 

計 6,676,415 804,019 1,793,020 556,688 185,549 10,015,692 △297,229 9,718,462 

セグメント利益又は

損失（△） 
991,399 △37,684 △3,066 △66,820 41,123 924,951 △449,013 475,937 

(注)１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△449,013千円には、セグメント間取引消去9,460千円、各報

告セグメントに配分していない全社費用△458,474千円が含まれています。全社費用は、主に報告セ

グメントに帰属していない四半期連結財務諸表提出会社の費用です。 

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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